






〔はじめに〕 

 先天性形態異常児の出生前診断は,超音波断層法,特に電子スキャンの普及にともない飛

躍的に向上してきた。そして,このことが先天性形態異常児の周産期管理に大きな変化をも

たらしていることは否めない事実である。しかし,一方では全ての先天性形態異常児の出生

前診断が可能であるかのごとき印象を社会に与えていることは,出生前診断がつかなかっ

たことを「誤診」ととられる可能性をひめており,出生前診断にあたる周産期医として憂慮

すべき一面をもっている。 

 今回,出生前診断の有用性とともに,その今日的限界を明らかにする目的で,当科で出産

した先天性食道閉鎖例に対して後方視的検討を加えた。 


